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議会のあらまし

本
会
議
で
審
議
さ
れ
た

　
　
　
　

主
な
議
案
の
内
容

〔
条
例
関
係
〕

▼　

浜
田
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

ご
み
処
理
手
数
料
の
額
の
改
定

等
を
行
い
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

ご
み
袋
料
金
を
値
上
げ
す
る
も
の

で
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
対
策
を
十
分
し

た
後
に
負
担
増
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
、
燃
油
高
騰
対
策
等
の

補
助
施
策
と
値
上
げ
と
の
整
合
性

は
ど
う
か
、
諸
物
価
が
高
騰
し
所

得
が
増
え
な
い
こ
の
時
期
に
な
ぜ

値
上
げ
を
す
る
の
か
、
新
ご
み
袋

の
形
態
や
現
ご
み
袋
の
活
用
等
に

つ
い
て
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

平成20年

九　

月　

定　

例　

議　

会

平
成
20
年
９
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
は
９
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月
19
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
認
定
15
件
、
条
例
関
係
14
件
、
財
産
の
譲
渡
な
ど
７
件
、
補
正
予
算
７
件
、
人
事
案
件
５
件

の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
側
か
ら
は
、
条
例
１
件
、
会
議
規
則
１
件
、
請
願
８
件
、
意
見
書

６
件
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
決
算
認
定
を
除
く
他
の
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お

り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
な
お
、
決
算
認
定
（
平
成
19
年
度
）
議
案
に
つ
い
て
は
、
11
名
の
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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定

等
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れ

る
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歳
入
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出
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ぞ
れ

２
億
３
０
２
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。
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。
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岡
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】

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
８
月
１
日

号
の
Ｐ
２
に
お
い
て
、
全
国
並
び

に
中
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
美
浦
美
樹
議
員
の

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
詫
び
し
ま
す
。
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こんな事業・条例を可決しました

①　ふるさと体験村改修事業
事業費　26,689千円
　経営改善計画では、体験村が地域に貢献
しながら地域住民に必要とされる施設にな
ることが求められていますが、今回はログ
ハウスの改修や風呂の熱源改修工事、どぶ
ろく製造機購入で、現在進行中の事業の充
実をはかろうとするものです。

②　地域交流プラザ整備事業
事業費　59,997千円
　矯正施設の開所に合わせ、旭インター近
くに、農林業の振興・地域の活性化・高齢
者の生きがい対策のために、約120坪の産
直市場と自由市場からなる、地域の人が「満
足と慶びを実感」できる拠点施設を整備し
ようとするものです。

③　漁業用燃油高騰対策事業
事業費　9,256千円
　漁業に関して、燃油価格高騰が及ぼす影
響は甚大であり、使用する燃油に直接補て
んすることで、浜田市の意思と姿勢を国に
示し、国の燃油高騰対策の拡充を促すこと
を目的とするものです。期間平成20年10月
１日～翌年の３月31日まで。

④　リフレパークきんたの里整備事業
事業費　104,154千円
　この施設には、市が整備し管理運営して
きたものと、（株）リフレッシュかなぎが、
増築や整備した露天風呂や宿泊棟が混在し
ているため、今後の指定管理者制度の導入
のために、それらの施設を市が買い取ろう
とするものです。

⑤　小学校中学校耐震診断事業
事業費　72,920千円
　国府・石見・今福・松原・有福・市木の
６つの小学校と、第一・第二・弥栄・旭の
４つの中学校につき、国の財政支援拡充も
あり、耐震２次診断を行って、小中学校の
耐震性を把握し、今後の耐震改修工事に役
立てようとするものです。

⑥　浜田市陸上競技場整備事業
事業費　21,272千円
　地盤等の変動により、日本陸上競技連盟
の公認競技場として更新できない状況であ
り、グランドの高低の調整・走路の不陸整
正・全天候ライン塗装・標示タイルなどの
整備を行って、４種公認競技場の更新を受
けようとするものです。

⑦　浜田市住民基本台帳カー
ドの利用に関する条例

　住民基本台帳カード（住基カード）を
利用して、証明書自動交付機から、住民
票の写し・印鑑登録証明書・所得課税証
明書を交付する浜田市独自のサービスを
市民に提供するために、必要な事項を定
めた条例です。

⑧　浜田市廃棄物の処理及び清掃等に
　　関する条例の一部を改正する条例
　浜田市環境清掃対策審議会の答申をも
とに、ごみの排出抑制と受益者負担の公
平性確保、廃棄物処理経費の財源確保（ご
み処理経費の15％）のために、ごみ処理
手数料（ごみ袋）を値上げする条例です。
施行期日平成21年４月１日　値上げ前購入
のごみ袋の使用期間は22年３月31日まで。
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視　察　報　告
■ 議会基本条例による議会活性化を目指して
　議会運営委員会として、市民の視点に立った市政運営の活性化が求め
られている。自治体の政策形成能力と議会の果たす役割について「議会
基本条例」を制定している南部町を視察した。
　議会基本条例の特徴点は①政治倫理を規定、②議員間の討議を規定、
③町長等の質問権の規定を骨子とするものである。
　本市では、議会政治倫理条例は制定をしたが、南部町議会は政治倫理
を含む基本条例の内容である。町長の反問権は、根拠のない質問等抑制
効果が期待でき、執行部もしっかりした発言になると説明を受けた。議
員間の討議や町長の質問権は、言いっぱなしの感がある本市にとっては
新鮮な制度であり、一考に値するものと感じた。当市議会においても、
質問・発言の裏づけに基づく妥当性・客観性・先見性などさらなる質的
向上が問われている。新市誕生以降、議会の活性化・議会改革は確実に
うごいている。今回の視察を糧としてさらに強化する。

記　委員　新田勝己　

議会運営委員会
■実施日：５月８日㈭～９日㈮
■視察地：鳥取県南部町
　　　　　鳥取県米子市

総務文教委員会
■実施日：４月21日㈪～23日㈬
■視察地：東京都杉並区
　　　　　岩手県遠野市
　　　　　岩手県滝沢村

遠野市森林総合センター

■ 杉並区の教育行政の取り組みについて
　教育行政の取り組みについて教育委員会では、平成16年度に
杉並区教育ビジョンを策定し、その推進計画をもとに民間人校
長の任用、杉並師範館の設立、学校支援本部の設置、校舎のエ
コスクール化等の先進的な取り組みを行っている。また、この
取り組み状況を受け、今後学校現場の変革への支援を重視し、
「教員の資質向上・力量形成」「学校経営を支える人的支援」「地
域との協働」を中心にしたさらなる「教育ビジョン推進計画（平
成20年～22年度）」の策定を目指していると、説明を受けた。
　杉並区の教育に対する情熱の注ぎ方や、教育委員会委員・職
員の取り組みの真剣さに対し脱帽したところであった。
　当市においても、杉並区はもとより常に先進事例を参考にし
ながら、教育行政を進めていくべきと感じた。

記　委員長　西田清久　

■ 福祉環境の先進地の取り組みについて
　小浜市での視察は今年４月から供用開始されている被覆型の一般廃
棄物最終処分場でした。生湯町に建設される被覆型の浜田市不燃ごみ
処理場と同型の施設で、浜田市においても将来にわたって地元住民を
含めた管理、監視体制の整備が必要であると感じました。
　掛川市では年４回の市議会定例会が開催されますが、12月定例会
は政策議会と位置づけ、中・長期的な課題を集中論議され、ごみ減量
大作戦を打ち出したり、いち早く幼保一元化に取り組んだりと、掛川
市の行政・住民が一体となった対応の素早さに感心しました。
　北名古屋市では思い出あふれる（回想法）事業を調査しました。高
齢者が懐かしい生活道具等を教材にして、スクールの中で元気に思い
出を語り合い、介護予防や認知症予防を図り、地域づくり・人づくり
を推進するという全国の自治体の中での最初の取り組みでした。
　今後視察の成果を、浜田市行政に反映させていきたいと思います。

記　委員長　三浦保法　

福祉環境委員会

南部町視察状況

■実施日：７月２日㈬～４日㈮
■視察地：福井県小浜市
　　　　　静岡県掛川市
　　　　　愛知県北名古屋市

小浜市最終処分施設




